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観
智
院
本

『
三
宝
絵
詞
』
に
お
け
る
小
字
仮
名

贔
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る
三
種
類
の
表
記
種
ー

一
、
問
題
の
所
在

現
代
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
は
、
漢
字
と
平
仮
名
の
交
用
に
よ
っ
て

表
記
さ
れ
る
。
自
立
語
（
活
用
語
は
語
幹
部
分
）
や
概
念
語
の
多
く
を
漢
字

に
よ
っ
て
、
付
属
語
や
活
用
語
尾
の
多
く
を
仮
名
に
よ
っ
て
記
す
、
と
い

っ
た
書
き
分
け
で
あ
る
。
樺
島
（
一
九
七
九
）
や
中
田
(
-
九
八
二
）
は
、
文
法

的
単
位
と
漢
字
・
仮
名
境
界
と
の
連
動
に
よ
る
読
み
や
す
さ
や
省
ス
ペ
ー

ス
の
効
率
性
な
ど
か
ら
、
漢
宇
仮
名
交
じ
り
表
記
の
利
点
を
指
摘
し
て
い

る。
こ
の
漢
宇
仮
名
交
じ
り
表
記
の
淵
源
を
な
す
と
思
わ
れ
る
の
が
、
院
政

期
以
降
に
多
く
見
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
片
仮
名
文
・
漢
字
片
仮
名
交
じ
り

文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
三
種
類
の
表
記
種
（
漢
字
・
大
字
仮
名
・

小
字
仮
名
、
以
下
こ
れ
ら
を
指
し
て
「
表
記
種
」
と
す
る
。
）
を
複
公
口
的
に
用
い

た
表
記
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

釈
迦
ノ
御
ノ
リ
正
覚
成
給
シ
日
ヨ
リ
涅
槃
ー
一
入
給
シ
夜
―
―
イ
タ
ル
マ
テ

説
給
ヘ
ル
諸
ノ
事
一
モ
マ
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
ハ
ナ
シ

（
観
智
院
本
『
三
宝
絵
詞
』
中
三
オ
五
）

右
の
例
で
は
、
一
文
中
に
お
い
て
「
釈
迦
・
御
（
ノ
リ
）
・
正
覚
成
給
・

日
・
涅
槃
・
入
給
・
夜
・
説
給
・
諸
・
事
・
一
」
を
大
宇
の
漢
字
に
よ
っ

て
（
以
下
「
漢
字
」
）
、
「
（
釈
迦
）
ノ
・
（
御
）
ノ
リ
・
（
正
覚
成
給
）

シ
・
（
日
）
ヨ
リ
・
イ
タ
ル
マ
テ
・
（
説
給
）
ヘ
ル
・
マ
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
（
ハ
）
．

ナ
シ
」
を
大
字
の
片
仮
名
（
以
下
「
大
字
仮
名
」
）
に
よ
っ
て
、
「
（
涅
槃
）

二
．
（
入
給
）
シ
．
（
夜
）
―
-
．
（
諸
）
ノ
．
（
一
）
モ
．
（
マ
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
）

ハ
」
を
行
の
右
寄
せ
・
小
書
き
（
以
下
「
小
字
仮
名
」
）
に
よ
っ
て
記
し
て
お

り
、
書
き
分
け
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
を
書
記
す
る
際
、
言
語
単
位
の
分
節
標
示
に
は
い
ろ
い
ろ
な
手
段
が

考
え
ら
れ
る
。
句
読
点
や
ス
ペ
ー
ス
の
挿
入
（
分
か
ち
書
き
）
を
は
じ
め
、

文
字
体
系
の
交
替
（
漢
字
↓
仮
名
、
仮
名
↓
漢
字
）
、
文
字
の
大
小
の
交

替
（
大
↓
小
、
小
↓
大
）
、
改
行
、
連
綿
、
異
体
仮
名
の
使
用
な
ど
が
可

能
性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

右
の
う
ち
、
本
稿
で
は
小
字
仮
名
、
す
な
わ
ち
漢
字
や
大
字
仮
名
の
右

下
に
文
字
を
小
書
き
す
る
と
い
う
方
法
に
注
目
す
る
。
現
代
で
は
失
わ
れ

た
〈
大
き
く
書
く
／
小
さ
く
書
く
〉
と
い
う
文
字
の
大
小
に
よ
る
標
示
は
、

村
井
宏
栄
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書
記
史
上
何
を
意
味
し
、
中
世
以
降
ど
の
よ
う
に
し
て
衰
退
し
て
い
っ
た

の
か
と
い
う
問
題
は
重
要
な
は
ず
で
あ
る
が
、
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
本
稿
は
小
字
仮
名
を
現
実
的
な
書
記
行
為
の
一
実
現
と
と
ら
え
、

そ
の
実
態
と
機
能
と
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
以
下
の
定
義
を
以
て
用
語
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

書
記
ー
言
語
を
書
き
記
す
と
い
う
行
為
全
般
を
い
う
。

表
記
|
書
記
に
お
い
て
、
特
に
文
字
が
ど
の
よ
う
に
記
し
留
め
ら
れ

る
の
か
と
い
う
方
法
を
問
題
と
す
る
場
合
の
、
そ
の
運
用
行

為
を
い
う
。

二
、
先
行
研
究

院
政
期
以
降
多
く
見
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
片
仮
名
文
・
漢
字
片
仮
名
交

じ
り
文
に
は
、
そ
の
定
義
と
名
称
と
に
問
題
が
存
在
す
る
。
い
わ
ゆ
る
片

仮
名
文
・
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
つ
い
て
、
そ
の
流
れ
を
概
観
し
た
の

は
小
林
（
一
九
七
一
）
と
築
島
(
-
九
八
一
）
で
あ
る
。
小
林
(
-
九
七
一
）
は
、

広
義
の
片
仮
名
文
を
漢
字
と
仮
名
の
比
率
に
よ
っ
て
、
左
の
ご
と
く
二
分

す
る
（
注
1
)
。

第
一
類
…
漢
字
表
記
が
中
心
で
片
仮
名
表
記
は
助
詞
・
助
動
詞
・
送
り

仮
名
の
類
を
主
に
宣
命
体
で
小
書
し
て
記
す
も
の

↓
片
仮
名
交
り
文

第
二
類
・
・
・
片
仮
名
表
記
が
中
心
で
若
干
の
漢
字
表
記
を
交
え
る
も
の

↓
漢
字
交
り
片
仮
名
文

小
林
は
右
の
代
表
的
な
文
献
と
し
て
、
第
一
類
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
．

金
沢
文
庫
本
『
仏
教
説
話
集
』
を
、
第
二
類
に
は
『
極
楽
願
往
生
歌
』
．

『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
を
挙
げ
る
。

一
方
、
築
島
(
-
九
八
一
）
は
片
仮
名
交
じ
り
文
文
献
に
つ
い
て
、
平
安

後
半
期
以
降
の
発
展
段
階
を
左
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

（
一
）
訓
点
本
へ
の
書
入
れ
の
類

（
二
）
宣
命
書
の
変
容

（
三
）
変
体
漢
文
中
の
仮
名
表
記
の
発
達

（
四
）
（
一
）
（
二
）
を
併
せ
た
片
仮
名
宣
命
書
き
の
確
立

（
五
）
平
仮
名
文
か
ら
片
仮
名
交
り
文
へ
の
書
替
え

用
語
が
錯
綜
す
る
が
、
小
林
の
言
う
「
片
仮
名
交
り
文
」
が
築
島
の
（
四
）
、

同
じ
く
「
漢
宇
交
り
片
仮
名
文
」
が
築
島
の
（
五
）
に
ほ
ぽ
相
当
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

築
島
の
言
う
よ
う
に
、
（
五
）
が
平
仮
名
文
か
ら
片
仮
名
交
じ
り
文
へ

と
書
き
替
え
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る

し
（
注
2
)
、
小
林
の
言
う
第
一
類
•
第
二
類
の
表
記
の
他
、
前
に
確
認
し

た
よ
う
に
三
種
類
の
表
記
種
（
漢
字
・
大
字
仮
名
・
小
字
仮
名
）
が
交
用
す
る

文
献
群
が
存
在
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
あ
る
文
献
が
第
一
類
的
な
の

か
第
二
類
的
な
の
か
、
ま
た
片
仮
名
文
と
い
う
独
立
し
た
表
記
体
を
認
め

る
と
仮
定
し
て
そ
れ
が
片
仮
名
文
な
の
か
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
な
の
か

と
い
っ
た
判
断
は
、
こ
れ
ま
で
漢
字
に
対
す
る
大
宇
仮
名
や
小
宇
仮
名
の

お
お
よ
そ
の
割
合
に
よ
っ
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
主
観
的

判
断
に
基
づ
く
量
的
基
準
に
依
っ
て
お
り
、
片
仮
名
文
や
漢
字
片
仮
名
交

じ
り
文
に
つ
い
て
、
そ
の
本
質
的
な
性
質
の
差
異
は
明
確
で
な
い
。
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し
か
し
明
確
で
な
い
以
上
、
筆
者
は
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
扱
う
こ
と
に

も
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
「
漢
宇
片
仮
名

交
じ
り
文
」
と
一
括
し
、
考
察
の
対
象
と
し
た
い
。

ま
た
、
小
川
（
一
九
九
八
・
ニ
0
0
三
）
は
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
表
記
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
論
じ
る
。
小
川
(
-
九
九
八
）
は
特
に
小
字
仮
名
（
小
川
の

用
語
で
は
「
仮
名
小
字
」
と
す
る
。
）
に
注
目
し
、
小
字
仮
名
は
文
節
頭
初
に

は
立
た
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
機
能
を
境
界
標
示
に
求
め
る
。
小
川

（
一
九
九
八
）
は
各
品
詞
ご
と
に
小
字
仮
名
表
記
す
る
率
を
求
め
、
小
字
仮

名
表
記
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
付
属
語
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
次
の
ご
と
く
各

語
ご
と
に
検
討
を
加
え
て
い
る
。

助
詞
の
中
で
小
字
率
が
高
い
の
は
（
以
下
カ
ッ
コ
の
中
に
巻
1
本
末
に
お

け
る
小
字
率
、
小
字
書
出
し
例
／
仮
名
書
出
し
例
、
を
記
す
）
、
「
に
」

(
7
5
.
5
%
 

1
4
5
5
/
1
9
2
8
)

、
「
た
J

」
(
7
2
.
1
%

1
4
2
5
/
1
9
7
7
)

、
「
の
」

(
6
7
.
4
%
 

1
9
7
6
/
2
9
3
3
)

、
「

r」
(
6
4
.
4
%

6
5
4
/
1
0
1
6
)

、
「
へ
」

(
5
8
.
0
0
/
o
 

1
4
8
/
2
5
5
)

、
「
が
」

(
5
2
.
3
%

1
4
7
/
2
8
1
)

の繭
g
C
あ
る
。

小
字
率
が
低
い
の
は
、
「
ど
も
」
(
l
.
S
~
2
/
2
0
4
)

、
「
や
」

(
1
.
0
%

1
/
1
0
0
)

、
「
と
て
」

(
3
.
7
%

8
/
2
1
7
)

、
「
ば
」
（
巳
然
形
接
続

5
.
0
%

3
4
/
6
7
8
)

、
「
こ
そ
」

(
6
.
5
%

1
0
/
1
5
3
)

、
「
ぞ
」

(
1
2
.
8
%

一8/
1
4
1
)

、

「
し
て
」

(
1
3
.
3
%

6
/
1
2
0
)

、
「
よ
り
」

(
1
5
.
1
%

3
2
/
2
1
2
)

、
「
に

て」

(
2
7
.
5
%

3
8
/
1
3
8
)

、
「
と
」

(
3
0
.
8
%

2
6
3
/
8
5
4
)

、
「
て
」

(
3
9
.
4
%
 
7
9
8
/
2
0
2
4
)

、
「

i」

(
4
2
.
9
%

2
9
9
/
6
9
7
)

の
lUiで
あ
N
o
。

助
動
詞
の
中
で
小
字
率
が
高
い
の
は
、
「
ぬ
」

(
3
7
.
4
%

1
1
1
/
2
9
7
)

で

あ
る
が
、
そ
の
過
半
を
占
め
る
7
6

例
が
連
用
形
「
に
」
に
集
中
す
る
。

こ
れ
は
助
詞
「
に
」
の
小
字
率
が
高
い
こ
と

(
7
5
.
5
%
)

に
牽
引
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

．．．
 

（
以
下
略
）

．．．
 

小
川
（
一
九
九
八
）
は
品
詞
ご
と
の
総
量
か
ら
見
て
小
字
仮
名
の
割
合
を

体
系
的
・
数
量
的
に
求
め
た
と
い
う
点
で
綿
密
な
報
告
で
あ
り
、
小
字
仮

名
の
機
能
を
考
え
た
い
本
稿
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
論
考
で
あ
る
。
し
か

し
小
字
仮
名
の
機
能
を
考
え
る
上
で
、
筆
者
は
い
ま
―
つ
の
重
要
な
観
点

も
存
在
す
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
上
か
ら
下
へ
と
書
き
記
し
て
い
く

と
い
う
テ
ク
ス
ト
表
示
の
線
状
性
か
ら
見
て
、
そ
の
部
分
が
小
字
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
視
覚
に
映
る
表
記
上
に
何
が
標
示
さ
れ
る
の
か
と
い
う

観
点
で
あ
る
。

明
ラ
カ
―
―

サ
ラ
ニ

コ
ロ
モ
ニ

ア
ラ
ハ
レ
―
―
ケ
リ

例
え
ば
、
小
川
の
研
究
方
法
に
お
い
て
右
の
語
例
は
そ
れ
ぞ
れ
形
容
動

詞
・
副
詞
・
名
詞
＋
助
詞
・
助
動
詞
と
い
う
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
所
属

す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
前
か
ら
後
ろ
へ
記
し
て
い
く
と
い
う
文
宇
言

語
行
動
に
お
い
て
、
各
末
尾
の
「
二
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事

実
で
あ
り
、
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
観
点
を
重
視
し
た
い
と
思
う
。
よ
っ
て

本
稿
で
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
品
詞
名
を
あ
て
は
め
た
上
で
考
察
す
る
の
で
は

な
く
、
文
字
上
何
が
標
示
さ
れ
、
結
果
的
に
そ
こ
か
ら
何
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
点
か
ら
考
察
を
進
め
て
い
く
。
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三
、
研
究
の
方
法

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
、
自
立
語
の
書
き
出
し

は
漢
字
・
大
字
仮
名
で
始
ま
る
が
、
小
字
仮
名
で
始
ま
る
こ
と
は
な
い
、

と
い
う
事
実
が
存
在
す
る
。
文
字
連
結
に
お
い
て
小
字
仮
名
が
現
れ
る
の

は
、
常
に
漢
字
・
大
字
仮
名
に
後
置
す
る
場
合
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら

三
種
の
う
ち
、
小
字
仮
名
の
み
は
他
の
二
種
に
対
し
て
従
属
的
・
補
助
的

な
役
割
を
担
う
と
言
え
る
。

小
字
仮
名
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、

①
漢
字
に
小
字
仮
名
が
後
置
（
例
「
悪
道
1
-

」
、
以
下
「
〈
漢
字
＋
小

字
仮
名
〉
表
記
」
）

②
大
字
仮
名
に
小
字
仮
名
が
後
置
（
例
「
マ
サ
―
-
」
、
以
下
「
〈
大

字
仮
名
＋
小
字
仮
名
〉
表
記
」
）

と
い
う
二
つ
の
組
み
合
わ
せ
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
字
片
仮
名

交
じ
り
文
文
献
全
般
を
見
渡
し
た
場
合
、
右
の
②
の
現
象
は
観
察
さ
れ
る

文
献
と
さ
れ
な
い
文
献
と
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
文
献
内
に
三
種
類
の
表
記
種
が
見
ら
れ
た
と
し
て
も
、
図
書
寮
本
『
宝

物
集
』
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
本
『
打
聞
集
』
、
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
『
三

教
指
帰
注
』
は
通
常
大
字
仮
名
に
小
字
仮
名
は
後
置
し
な
い
（
注
3
)
。
こ

れ
ら
三
種
の
文
献
に
お
い
て
小
字
仮
名
が
出
現
す
る
の
は
、
必
ず
漢
字
の

直
後
で
あ
る
。
一
方
、
大
字
仮
名
に
小
字
仮
名
が
後
置
す
る
表
記
も
見
ら

れ
る
の
は
、
観
智
院
本
『
三
宝
絵
詞
』
・
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
・
延
慶

本
『
平
家
物
語
』
・
『
名
語
記
』
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
あ
る
い
は
片
仮
名
文
の
文
献
と
し
て

一
括
さ
れ
て
い
た
文
献
群
は
、
②
と
い
う
観
点
か
ら
再
分
類
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
観
智
院
本
（
現
東
京
国
立
博
物
館
蔵

本
）
『
三
宝
絵
詞
』
（
以
下
「
親
智
院
本
」
）
を
取
り
上
げ
、
小
宇
仮
名
の
実

態
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

『
三
宝
絵
詞
』
は
源
為
憲
の
撰
に
な
り
、
永
観
二
（
九
八
四
）
年
に
冷
泉

天
皇
の
第
二
皇
女
尊
子
内
親
王
に
捧
げ
ら
れ
た
仏
教
入
門
の
た
め
の
説
話

集
で
あ
る
。
主
要
な
写
本
と
し
て
は
漢
字
と
平
仮
名
で
記
さ
れ
た
東
大
寺

切
、
変
体
漢
文
で
記
さ
れ
た
前
田
本
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ

た
観
智
院
本
の
三
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は

観
智
院
本
で
あ
る
。
観
智
院
本
は
文
永
一

O
(
―
二
七
三
）
年
の
奥
書
を
持

つ
（
注
4
)

。

用
例
採
取
の
方
法
は
次
に
従
っ
た
。
小
字
表
記
で
あ
る
と
の
判
断
は
「
小

字
で
行
の
右
寄
り
に
記
さ
れ
る
」
と
い
う
視
覚
上
の
根
拠
に
依
っ
て
い
る
。

し
か
し
観
智
院
本
の
書
写
の
特
徴
と
し
て
、
仮
名
の
大
き
さ
に
比
較
的
幅

が
あ
り
、
小
字
か
ど
う
か
判
定
す
る
の
が
ま
れ
に
困
難
な
場
合
が
存
す
る
。

よ
っ
て
本
稿
で
は
行
の
右
寄
り
（
当
該
文
字
が
前
接
・
後
接
の
文
字
の
中
心
よ
り

も
明
ら
か
に
右
に
寄
る
）
と
い
う
条
件
を
優
先
と
し
、
仮
名
の
大
き
さ
（
周
辺

の
仮
名
よ
り
も
明
ら
か
に
小
さ
い
こ
と
）
を
補
助
的
な
根
拠
と
し
て
認
定
す
る

（注
5
)

。
四
、
小
字
表
記
の
全
体
的
な
傾
向

観
智
院
本
に
お
け
る
小
字
表
記
に
つ
い
て
、
前
接
す
る
表
記
種
の
異
な

り
で
は
次
の
よ
う
な
全
体
的
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
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〈
漢
字
＋
小
字
仮
名
〉
表
記
二
九
九
五
例

〈
大
字
仮
名
＋
小
字
仮
名
〉
表
記
三
五
二
例

合

計

三

三

四

七

例

漢
字
が
八
九
•
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
九
九
五
／
三
三
四
七
例
）
を
占
め
、
圧

倒
的
で
あ
る
。
小
字
の
形
態
と
し
て
は
、
全
体
を
通
し
て
「
二
」
(
-
三

七
三
例
／
三
三
四
七
例
四
一

・
O％
）
が
最
も
多
く
、
以
下
「
ヲ
」
（
八
八
四

例
／
三
三
四
七
例
二
六
•
四
％
）
、
「
ノ
」
（
二
七
五
例
／
三
三
四
七
例
八
・

二
％
）
、
「
ハ
」
（
二
0
三
例
／
三
三
四
七
例
六
・
一
％
）
が
そ
れ
に
続
く
。

「
二
」
と
「
ヲ
」
と
で
全
体
の
六
七
•
四
パ
ー
セ
ン
ト
（
ニ
ニ
五
七
／
三
三

四
七
例
）
を
占
め
る
。
文
中
に
お
け
る
小
字
仮
名
の
機
能
は
格
表
示
や
接
続

関
係
を
示
す
も
の
、
活
用
語
尾
な
ど
が
中
心
で
あ
る
。

〈
漢
字
＋
生
子
仮
名
〉
表
記
の
場
合
、
前
接
す
る
漢
字
に
は
送
り
仮
名
の
問

題
が
付
随
す
る
。
活
用
語
尾
部
分
や
旅
生
語
形
と
の
関
係
か
ら
語
末
を
小

字
仮
名
で
添
え
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
別
次
元
の
要
因
に
よ
っ
て

小
宇
が
出
現
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
〈
大
字

仮
名
＋
小
字
仮
名
〉
表
記
を
重
要
視
し
た
い
。
〈
大
字
仮
名
＋
小
字
仮
名
〉
表
記

は
、
大
宇
仮
名
の
ま
ま
表
記
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
の
に
、
わ
ざ
わ

ざ
表
記
種
を
小
宇
仮
名
に
変
更
し
て
い
る
と
い
う
明
確
な
書
記
意
識
が
認

め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

小
字
仮
名
に
前
接
す
る
表
記
種
（
漢
字
と
大
字
仮
名
）
を
比
較
す
る
と
、

両
者
に
は
大
き
な
差
異
が
見
ら
れ
る
。
〈
漢
字
＋
公
函
名
〉
表
記
の
場
合
、

小
宇
形
態
は
二
九
九
五
例
中
「
ー
ー
」

(
1
0
四
七
／
二
九
九
五
例
三
五

・
O
％） 

が
最
も
多
く
、
以
下
「
ヲ
」
（
八
七
0
／
二
九
九
五
例
二
九

・
O
％
）
、
「
ノ
」

（
二
七
五
／
二
九
九
五
例
九
・
ニ
％
）
、
「
ハ
」
（
一
九
五
／
二
九
九
五
例
六
．

五
％
）
、
「
テ
」
(
-
四
二
／
二
九
九
五
例
四
・
七
％
）
と
続
く
。
そ
の
他
六

八
種
類
の
小
宇
形
態
で
四
六
六
例
(
-
五
・
六
％
）
を
占
め
る
。

一
方
〈
大
字
仮
名
＋
小
字
仮
名
〉
表
記
の
場
合
、
「
二
」
が
三
五
二
例
中
三

二
六
例
（
九
ニ
・
六
％
）
と
圧
倒
的
で
あ
り
、
以
下
「
ヲ
」
(
-
四
／
三
五
二

例

四

・
O
％
）
、
「
ハ
」
（
八
／
三
五
二
例
ニ
・
三
％
）
、
「
テ
」
（
二
／

三
五
二
例

O・

六
％
）
、
「
ニ
ハ
」
（
二
／
三
五
二
例

0
．
六
％
）
の
順
で

あ
る
。
「
二
」
以
外
の
形
態
は
す
べ
て
を
合
わ
せ
て
も
七
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
で
あ
る
。
〈
大
字
仮
名
＋
小
字
仮
名
〉
表
記
に
お
い
て
、
小
字
仮
名
形
態
が

こ
こ
ま
で
「
二
」
に
偏
る
の
は
何
に
起
因
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
浮
上

す
る
。

五
、
〈
大
字
仮
名
＋
小
字
仮
名
〉
表
記
に
お
け
る
小
字
仮
名
「
二
」

前
節
で
の
問
題
を
承
け
て
、
以
下
餓
智
院
本
に
お
い
て
大
字
仮
名
に
小

字
仮
名
が
後
置
す
る
例
を
示
し
、
具
体
的
な
用
法
を
検
討
す
る
。
「
二
」

と
の
比
較
対
照
の
た
め
、
次
に
用
例
数
が
多
い
「
ハ
」
「
ヲ
」
の
例
を
先

に
取
り
上
げ
る
。

(
1
)
小
字
仮
名
「
ハ
」
を
後
置
（
八
例
）

片
岡
―
―
ユ
キ
テ
ソ
ノ
カ
タ
チ
ヲ
ミ
ヨ
ト
ノ
給
へ

T
ユ
キ
イ
タ
リ
テ
ミ

レ
ハ
（
中
一
五
才
四
）

ハ
シ
メ
吋
母
夫
人
ノ
ュ
メ
―
―
金
色
ノ
僧
ア
リ
テ
云
（
中
六
オ
八
）

「
ノ
給
へ
T
」
「
ハ
シ
メ
T
」
の
よ
う
に
小
字
仮
名
「
ハ
」
が
後
置
さ
れ

る
場
合
、
接
続
助
詞
か
係
助
詞
で
あ
る
。
接
続
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
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場
合
、
文
字
上
に
は
現
れ
な
い
が
「
バ
」
で
あ
る
か
ら
、
両
者
が
紛
れ
る

こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(
2
)
小
字
仮
名
「
ヲ
」
を
後
置
(
-
四
例
）

ミ
ッ
カ
ラ
キ
タ
ル
キ
ヌ

9
メ
キ
テ
ア
ラ
ヒ
キ
ヨ
メ
テ
誦
経
ヲ
シ
ッ
（
中

三
四
オ
三
）

女
n
ヲ
ヒ
キ
ヰ
テ
ソ
ノ
國
ー
一
イ
タ
リ
テ
ニ
年
ア
ル
＝
（
中
三
四
オ
一
）

塔
ノ
ウ
シ
ロ
ノ
ッ
チ
ノ
ワ
レ
ヤ
フ
レ
タ
ル
ォ
ミ
テ
土
ヲ
ッ
ク
リ
テ
ヌ

リ
ッ
ク
ロ
ヒ
テ
・
・
・
（
略
）
…
（
下
二
〇
オ
三
）

「
ヲ
」
が
後
置
さ
れ
る
場
合
、
「
キ
ヌ

9

「
女
コ
オ
」
「
ワ
レ
ヤ
フ
レ

す
べ
て
述
語
動
詞
の
対
象
で
あ
り
、
格

タ
ル
ヲ
（
ミ
テ
）
」
の
よ
う
に
、

助
詞
用
法
で
あ
る
。

(
3
)
小
字
仮
名
「
二
」
を
後
置
（
三
二
六
例
）

…
（
略
）
・
・
・
ト
イ
ヒ
テ
ト
モ
孟
呂
コ
―
―
ノ
ホ
リ
給
（
中
二
三
ウ
三
）

（
行
基
菩
薩
が
前
を
通
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
）
イ
サ
メ
ル
人
ト
モ
ト

ラ
ヘ
ト
ヽ
メ
テ
ナ
マ
ス
ヲ
ッ
ク
リ
テ
ア
ナ
カ
チ
T
ス
ヽ
メ
シ
ヰ
テ
マ

イ
ラ
ス
（
中
二
〇
オ
五
）

二
人
ノ
大
臣
コ
ト
且
プ
モ
キ
ト
カ
ゴ
ア
タ
リ
テ
ク
ヒ
カ
ナ
シ
ミ
テ
王
i-

奏
申
テ
云
（
中
九
才
四
）

是
ノ
チ
ノ
世
ノ
佛
ノ
光
ナ
レ
ハ
汝
カ
チ
カ
ラ
ノ
キ
ャ
ス
ヘ
キ
T
ア
ラ

ス
（
下
三
七
オ
三
）

モ
シ
女
人
有
テ
ヤ
ス
ラ
カ
T
ヨ
キ
果
報
ヲ
求
ム
ト
思
ハ
ヽ
（
下
二
三
才

三）「
n
卜
人
ハ
物
ヲ
ッ
ク
シ
テ
タ
T
コ
ソ
功
徳
ヲ
ツ
ク
レ
、

．．． 

（略）

．．． 
」

卜
思
テ
（
下
三
七
ウ
七
）

そ
れ
ぞ
れ
の
小
字
仮
名
「
二
」
を
現
行
の
品
詞
分
類
に
当
て
は
め
る
と
、

「
宮
コ
占
は
格
助
詞
、
「
経
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
T
」
は
接
続
助
詞
、
「
ア
ナ
カ

チ
T
」
「
コ
ト
T

（
殊
に
）
」
は
副
詞
語
末
、
「
キ
ャ
ス
ヘ
キ
ゴ
ア
ラ
ス
」

は
断
定
の
助
動
詞
、
「
ヤ
ス
ラ
カ
T
」
は
形
容
動
詞
連
用
形
、
「
夕
T
」
は

副
助
詞
「
だ
に
」
の
語
末
と
な
る
。

大
字
仮
名
に
小
字
仮
名
「
二
」
が
後
置
さ
れ
る
場
合
、
格
助
詞
、
接
続

助
詞
、
副
詞
（
コ
ト
ニ
・
ア
ナ
カ
チ
ニ
・
心
ミ
ニ
・
ツ
ネ
ー
ー
・
ツ
ヒ
ー
ー
な

ど
）
の
一
部
、
形
容
動
詞
連
用
形
、
副
助
詞
「
だ
に
」
の
一
部
、
助
動
詞

「
ナ
リ
」
や
「
ヌ
」
の
連
用
形
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
用
法
が
観

察
さ
れ
る
。

「
ハ
」
や
「
ヲ
」
と
比
較
し
て
、
文
脈
に
お
け
る
「
二
」
は
多
様
な
用

法
を
持
つ
。
書
写
者
は
言
語
単
位
（
ほ
と
ん
ど
は
文
節
単
位
）
の
末
尾
に
位
置

す
る
「
二
」
を
、
境
界
標
示
の
マ
ー
ク
と
し
て
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

〈
大
字
仮
名
＋
小
字
仮
名
〉
表
記
に
お
け
る
小
字
仮
名
「
二
」
へ
の
偏
り
は
、

他
文
献
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
延
慶
本
『
平
家
物
栢
』
（
以

下
「
延
慶
本
」
、
延
慶
ニ
・
三
年
(
-
三
0
九

・1
0
)
書
写
の
底
本
を
応
永
二
六
．

二
七
年
(
-
四
一
九
・
ニ
0
)
に
書
写
）
に
お
け
る
〈
大
字
仮
名
＋
小
字
仮
名
〉
表

記
の
、
小
字
形
態
に
よ
っ
て
分
類
し
た
も
の
が
次
表
で
あ
る
。
な
お
、
次

表
で
「
形
態
」
と
称
す
る
の
は
、
文
字
上
の
形
態
を
意
味
す
る
。
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延
慶
本
に
お
い
て
も
、
小
字
の
形
態
は
「
二
」
に
集
中
す
る
(
-
八
九
例

／
三
二
三
例
五
八
•
五
％
）
。
こ
れ
は
観
智
院
本
に
共
通
す
る
傾
向
で
あ
る
。

大
宇
仮
名
に
後
置
す
る
小
字
仮
名
「
―
-
」
へ
の
偏
り
は
、
漢
字
片
仮
名
交

じ
り
文
書
記
に
お
い
て
あ
る
程
度
共
通
の
書
式
と
し
て
存
在
す
る
可
能
性

が
認
め
ら
れ
る
。

六
、
選
択
的
な
表
記
と
し
て
の
〈
大
字
仮
名
＋
―
-
〉
表
記

観
智
院
本
に
お
い
て
は
同
じ
表
現
に
対
し
、
〈
大
宇
仮
名
＋
小
字
仮
名
〉
表

記
と
〈
大
字
仮
名
＋
大
字
仮
名
〉
表
記
が
と
も
に
見
ら
れ
る
場
合
が
存
在

す
る
。後
ノ
年
＿
一
小
野
妹
子
又
モ
ロ
コ
シ
ニ
ワ
タ
リ
テ
（
中
一
三
ウ
ニ
）

我
朝
ノ
道
照
法
師
勅
ヲ
承
＿
ァ
法
ヲ
モ
ト
メ
ム
カ
タ
メ
ー
ー
モ
ロ
コ
シ
ニ
ワ

タ
リ
シ
時
（
中
一
八
ウ
三
）

家
ノ
人

T
叶
ガ
ミ
テ
悲
ヒ
悦
事
カ
キ
リ
ナ
シ
（
中
四
ニ
ウ
七
）

使

T
叶
引
ミ
テ
請
シ
ト
リ
テ
家
ー
ー
カ
ヘ
リ
ヌ
（
中
三
ニ
オ
一
）

大
宇
仮
名
を
小
字
仮
名
に
交
替
さ
せ
る
か
、
大
字
仮
名
の
ま
ま
表
記
す

る
の
か
、
と
い
う
選
択
は
必
須
で
は
な
い
（
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
）
。

3
 
ヵ

ソ

189 

36 

24 

二

ノ

ノ‘

18 リ

ヲ
一
冶
計
3
 
2
 
3
 

30 

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る

〈
大
字
仮
名
＋
＄
飯
名
〉
表
記
の
小
字
形
態
別
用
例
数

そ
こ
で
、
大
字
仮
名
に
続
く
仮
名
を
大
字
の
ま
ま
で
記
す
の
か
、
あ
る

い
は
小
字
に
変
更
し
て
記
す
の
か
ど
う
か
を
調
べ
た
。
調
査
は
、
〈
大
字

仮
名
＋
小
字
仮
名
〉
表
記
に
お
い
て
小
字
形
態
と
し
て
観
察
さ
れ
た
「
テ
」
「
二
」

「
ヲ
」
「
ハ
」
を
対
象
と
し
、
複
合
辞
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
除
い
た
。

ま
た
い
わ
ゆ
る
単
語
間
で
は
な
く
、
形
態
素
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
可
能

な
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
境
界
部
分
を
調
査
対
象
と
し
た
。
結
果
は
左
の

通
り
で
あ
る
。

（
テ
）
〈
大
字
仮
名
＋
テ
〉
（
大
字
の
ま
ま
「
テ
」
を
後
置
）
…
―
二
三
三
例

〈
大
字
仮
名
＋
テ
〉
（
小
字
に
変
更
し
て
「
テ
」
を
後
置
）
・
・
・
ニ
例

（
二
）
〈
大
字
仮
名
十
二
〉
（
大
字
の
ま
ま
「
二
」
を
後
置
）
…
三
四
七
例

〈
大
字
仮
名
＋
―
-
〉
（
小
字
に
変
更
し
て
「
二
」
を
後
置
）
…
三
二
六
例

（
ヲ
）
〈
大
字
仮
名
＋
ヲ
〉
（
大
字
の
ま
ま
「
ヲ
」
を
後
置
）
・
・
・
ニ
七
四
例

〈
大
字
仮
名
＋
ヲ
〉
（
小
字
に
変
更
し
て
「
ヲ
」
を
後
置
）
…
一
四
例

（
ハ
）
〈
大
字
仮
名
＋
ハ
〉
（
大
字
の
ま
ま
「
ハ
」
を
後
置
）
・
・
・
ニ
九
五
例

〈
大
字
仮
名
＋
ハ
〉
（
小
字
に
変
更
し
て
「
ハ
」
を
後
置
）
・
・
・
八
例

右
に
よ
る
と
、
大
字
仮
名
に
「
―
-
」
が
後
続
す
る
場
合
の
み
、
半
数
近

く
（
三
二
六
／
六
七
三
例
四
八
•
四
％
）
が
小
宇
仮
名
へ
と
変
更
す
る
の
に

対
し
、
「
テ
」
・
「
ヲ
」
・
「
ハ
」
が
後
続
す
る
場
合
の
ほ
と
ん
ど
は
大

字
の
ま
ま
表
記
し
、
表
記
種
を
変
更
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

例
え
ば
「
テ
」
は
、
「
二
」
と
同
様
、
節
の
末
尾
に
多
く
現
れ
、
「
二
」

よ
り
も
格
段
に
用
例
数
も
多
い
が
、
ほ
と
ん
ど
小
字
化
さ
れ
な
い
。
こ
れ

に
対
し
て
「
二
」
は
、
節
の
末
尾
に
お
い
て
位
置
す
る
場
合
の
多
く
が
小

字
化
さ
れ
る
と
い
う
点
、
「
テ
」
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
文
中
に
お
い
て
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大
字
仮
名
に
後
置
す
る
「
二
」
は
、
他
の
要
素
と
は
異
な
り
、
文
に
お
け

る
言
語
単
位
（
ほ
と
ん
ど
は
文
節
末
）
の
最
後
尾
と
し
て
意
識
さ
れ
や
す
い

環
境
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
字
と
仮
名
と
の
交
用
が
自
然
と
文
意
の
解
釈
を
助
け
る
と
い
う
効
果

は
、
現
代
の
漢
宇
仮
名
交
じ
り
表
記
に
同
じ
く
、
銀
智
院
本
の
漢
字
片
仮

名
交
じ
り
表
記
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
片
仮
名
の
み
の
連
続
は
、
理

解
に
困
難
を
伴
う
。
片
仮
名
が
連
続
す
る
場
合
、
適
度
に
仮
名
を
小
字
化

す
る
こ
と
は
、
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
区
切
れ
の
標
示
機
能
に
つ
な
が
る
。

観
智
院
本
に
お
い
て
も
、
特
に
「
二
」
に
お
い
て
そ
の
効
果
は
強
く
発
揮

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

七
、
語
彙
的
に
見
た
〈
大
字
仮
名
＋
二
〉
表
記

最
後
に
、
語
彙
的
に
見
た
〈
大
宇
仮
名
＋
―
-
〉
表
記
に
つ
い
て
も
確
認

す
る
。
銀
智
院
本
に
お
け
る
〈
大
字
仮
名
＋
＝
〉
表
記
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
語
彙
が
観
察
さ
れ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
用
例
数
、
た
だ
し
孤
例
は
用
例
数
を
省

く
）
。
や
や
煩
瑣
に
な
る
が
、
全
例
を
示
す
。
加
え
て
〈
漢
宇
＋
―
-
〉
表
記
、

〈
大
宇
仮
名
＋
ヲ
〉
表
記
に
つ
い
て
も
同
様
に
（
〈
漢
字
十
―
-
〉
表
記
に
つ
い

て
は
一
部
の
み
）
示
す
。

0
〈
大
字
仮
名
＋
―
-
〉
表
記

朝

n
ト
―
―
ア
シ
タ
ニ
ア
ト
ー
ー
ア
ナ
カ
チ
ニ

タ
―
―
ア
メ
ノ
シ
タ
ー
ー
ア
ル
ー
ー
イ
エ
一
ー
キ

ラニ

(
2
)

イ
タ
ル
コ
ト
ー
ー
イ
ツ
ル
ニ

ア
ヒ
タ
―
-
（

3
)

イ
タ
カ
シ
ム
ル
ニ

イ
テ
キ
タ
リ
ヌ
ル
ニ

イ
タ
ッ

イ
フ
ニ

雨
ノ
シ

(
6
)

イ
マ
シ
メ
―
―
イ
ラ
ヌ
―
―
イ
レ
タ
テ
マ
ツ
ル
―
―
イ
レ
ミ
ル
―
―
ィ

レ
ル
ー
ー
イ
ヱ
―
―
ウ
セ
ヲ
ハ
ラ
ム
ー
ー
ウ
チ
―
-
（

5
)

ウ
ツ
リ
給
ヌ
ル
ニ

ウ
ヘ
―
-
(
6
)

生
ル
ヽ
コ
ト
―
―
ウ
ラ
―
―
ウ
エ
―
―
ウ
ヱ
ッ
カ
ヒ
タ
ル
モ
ノ

ニ
オ
カ
ム
―
―
行
ハ
ム
ト
ス
ル
ニ
オ
ホ
キ
ニ
オ
ホ
ヤ
ケ
ニ

(
2
)

思
ヤ

竺
御
タ
メ
ー
ー

(
3
)

カ
ヽ
ケ
タ
ル
―
―
カ
ヽ
ル
ニ
カ
ク
ノ

n
ト
ク
―
―

加
持
セ
シ
ム
ル
ー
ー
カ
ス
ニ
(
2
)

カ
タ
ハ
ラ
ニ
(
3
)

カ
フ
―
-
（

2
)

カ
ミ

ニ
キ
カ
シ
ム
ル
ニ
キ
ク
ニ

(
4
)

キ
ャ
ス
ヘ
キ
―
―
ア
ラ
ス
キ
レ
ル
―
―

キ
ヲ
ヒ
イ
ツ
ル
―
―
ク
サ
キ
―
―
ク
ハ
ム
ト
ス
ル
―
―
供
養
シ
給
ハ
ム
ス
ル
―
―

ク
リ
ー
ー
ケ
ッ
―
-
（

2
)

ケ
フ

n
ト
ー
ー
講
ス
ル

i-（2)
心
ミ
―
-
(
2
)

心
見
ル
―
―
心
ミ
ル
―
―
コ
タ
フ
ル
―
I

n
ト―-（

6
)

コ
ト
ク
―
-
（

3
)

コ

ト
サ
ラ
―
-
（
2
)

コレ―-（

3
)

コ
ロ
ヲ
ヒ
ニ
コ
ヱ
―
―
サ
キ
―
-
（

3
)

サ

ト
―
―
サ
ラ
―
-
（

2
)

サ
リ
ヌ
ル
―
-
、
ン
タ
―
-
（

2
)

シ
ナ
／
＼
―
-
、
ン
ラ
ヌ

ニ
ス
ク
フ
―
―
ス
ク
ル
ニ
ス
ク
レ
タ
ル
ニ
ス
ヽ
ム
ル
―
―
ス
ヽ
メ
t

―
ス

テニ
(
3
)

ス
ヘ
ニ
セ
タ
メ
ヲ
ホ
ス
ル
―
―
僧
コ
ト
―
―
ソ

n
11 

(
2
)

ソ

ノ
カ
ヒ
―
―
ソ
ラ
―
―
タ
―
-
(
5
)

大
経
サ
＿
一
平
ク
ル
―
―
タ
カ
ヒ
―
―
タ
カ

ラ
―
―
尋
ト
ハ
ス
ル
―
―
タ
ヽ
カ
フ
―
―
タ
チ
マ
チ
―
―
タ
テ
マ
ツ
ル
―
―
タ
ネ

ニ
タ
ノ
ミ
ツ
ル
―
―
タ
ハ
フ
レ
ニ

(
2
)

タ
ヒ
コ
ト
―
―
タ
ヒ
ラ
カ
―
―
タ

メ―-（

21)

ツ
ク
リ
イ
タ
サ
シ
メ
タ
ル
―
―
ッ
ク
レ
ル
―
―
ツ
ネ
―
-
（

13)

ツ

ヒ―-（

6
)

ッ
フ
サ
ニ

(
2
)

ツ
ホ
―
―
ツ
ヰ
―
―
問
心
ミ
ル
―
―
ト
カ
ニ

年
コ
ト
＿
一
説
給
ヘ
ル
―
―
ト
モ
―
―

(
1
2
)

ト
リ
ア
ク
ル
―
―
ナ
キ
―
―
ナ
ケ

ク
―
―
成
ヌ
ル
―
―
ナ
リ
―
―
タ
リ
ナ
ル
―
―
ヌ
リ
カ
サ
ル
―
―
ネ
ム
コ
ロ
ニ

(
7
)

乃
サ
ウ
テ
ラ
―
―
ハ
シ
メ
―
-
（
4
)

ハ
ナ
ッ
ニ
久
カ
ラ
サ
ル
―
―

コ
ト
―
―
ヒ
ソ
カ
―
―
ヒ
テ
リ
セ
ル
―
―
ヒ
ト
ヘ
―
-
（

3
)

フ
タ
ニ

フ
ミ
ト 日
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ヲ
リ
ア
リ
ク
ニ

フ
ル
サ
ト
ニ
ホ
カ
―
-
（
2
)

ホ
ト
―
-
（
13)

ホ
ト
リ
―
―

(
2
)

マ
コ
ト
―
-
（
4
)

マ
サ
ニ
マ
ツ
ヘ
リ
シ
―
―
マ
ヘ
―
-
（
3
)

マ、――

(
3
)

ミネ―-（
2
)

ミ
マ
ヘ
―
-
（
2
)

宮
コ
ー
ー
ミ
ル
―
-
(
3
)

ムネ――

ム
マ
レ
ナ
カ
ラ
―
―
モ
ト
ニ

(4)

モ
ト
ム
ル
-
l

モ
ト
メ
ニ
モ
ト
メ
ツ
ル

ニ
モ
ロ
コ
シ
ニ
(
4
)

モ
ロ
ト
モ
―
―
ャ
―
―
ャ
ス
ラ
カ
―
―
病
セ
ル
モ
ノ

二
湯
ア
ム
ル
―
―
ユ
キ
ス
ク
ル
―
―
ユ
キ
求
ヌ
―
―
ユ
ケ
ル
―
―
ユ
ヘ
―
-
（
9
)

ュメ―-（
4
)

ヨニ
(
5
)

ワ
カ
レ
ヌ
ル
―
―
ワ
ッ
カ
―
-
（
2
)

我
タ
メ
―
―

ヰ
タ
ル
―
―
ヲ
シ
ヘ
―
―
ヲ
ノ
ッ
カ
ラ
―
―
ヲ
モ
フ
ニ

〇
〈
漢
宇
十
―
-
〉
表
記

間
―
―
暁
―
-
（

4
)

明
―
-
（
2
)
悪
道
―
-
（

4
)

朝―-（

13)

ア
ク
ル

日
ー
一
朝
暮
＿
＿
頭
―
-
(
2
）
穴
―
-
阿
含
経
＿
＿
（

3
）
歩
＿
一
家
―
―

(10
）
池
―
-
石
山
―
―
頂
―
-
(
3
)

市
―
-
―
々
_
-
―
音
―
-
―

月
―
―
一
時
＿
―
-
天
下
ニ
一
度
＿
―
-
日
1
-

（
4
)
一
倍
―
-
―
夜

―
-
―
巻
二
（

2
）
一
向
―
-
―
所
＿
―
-
生
―
-
―
百
四
十
余
年
―
―

古
―
―
珂
今
―
―
告
タ
リ
上
―
-
（

2
)

宇
治
橋
―
―
内
―
―
宇

原
郡
―
―
馬
―
―
午
時
二

(
2
)

海―-（

3
)

孟
蘭
盆
経
―
―
云
ニ

(
4
)

栄
好
―
-
（
人
名
）
英
多
郡
＿
一
枝
―
―
榎
―
―
縁
＿
一
縁
起
―
―

(
3
)

延
暦
十
二
年
二
延
暦
廿
三
年
＿
一
延
暦
廿
四
年
九
月
―
―

延
暦
廿
四
年
二
落
＿
一
老
＿
一
王
―
-
（

3
)

仰
―
―
大
＝
（

11
）

大

連
＿
一
桶
＿
一
行
―
-
（
2
)
教
―
-
（
2
)
音
―
―
鬼
＿
一
帯
袋
―
―
思
―
―

(
3
)

御
教
＿
一
温
室
洗
浴
衆
僧
経
＿
一
御
舎
利
―
―
女
＿
一
御
腹
―
―

御
門
＿
一
御
夢
二
…
（
以
下
略
）
…

0
〈
大
宇
仮
名
＋
ヲ
〉
表
記

女

n
ヲ
カ
リ
ロ
ク
ヲ
キ
ツ
ネ
ヲ
キ
ヌ
ヲ
(
2
)

コ
ノ
コ
ト
ヲ

n
ヱ
ヲ
シ
タ
ヲ
タ
ネ
ヲ
ナ
マ
ス
ヲ
ミ
ネ
ヲ
ヤ
フ
レ
タ
ル
ヲ

マ
ノ
シ
ニ
ヲ

〈
漢
字
十
―
-
〉
表
記
と
比
較
し
た
場
合
、
〈
大
字
仮
名
＋
二
〉
表
記
は
、

「
イ
タ
カ
シ
ム
ル
―
-
」
・
「
イ
ツ
ル
―
-
」
・
「
イ
テ
キ
タ
リ
ヌ
ル
―
-
」
・
「
イ
フ

ニ
」
・
「
イ
ラ
ヌ
―
-
」
・
「
イ
レ
タ
テ
マ
ツ
ル
ニ
」
な
ど
、
動
詞
述
語
の
末
尾

部
分
に
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
観
智
院
本
の
場
合
、

漢
字
表
記
し
に
く
か
っ
た
り
、
ま
た
漢
字
表
記
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し

て
も
仮
名
書
き
す
る
こ
と
が
多
い
述
語
に
対
し
、
小
字
仮
名
「
二
」
を

添
え
る
と
い
う
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
用
例
数
が
多
く
な
い
の
で

断
定
で
き
な
い
が
、
〈
大
字
仮
名
＋
ヲ
〉
表
記
と
比
較
す
る
と
、
〈
大
字

仮
名
＋
ヲ
〉
表
記
に
つ
い
て
は
「
女
コ
」
・
「
カ
リ
ロ
ク
」
・
「
キ
ツ
ネ
」
．

「
キ
ヌ
」
な
ど
、
即
物
的
な
具
象
名
詞
が
多
い
の
に
対
し
、
〈
大
字
仮

名
＋
―
-
〉
表
記
は
同
じ
名
詞
相
当
句
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
形
式
的
な
内

容
が
多
い
と
指
摘
で
き
る
。
「
ア
ヒ
タ
」
．
「
ウ
チ
」
・
「
ツ
ネ
」
．

「
ト
モ
」
・
「
ホ
ト
」
な
ど
、
即
物
的
に
指
さ
す
こ
と
が
難
し
い
よ
う

な
形
式
名
詞
・
抽
象
概
念
語
が
目
立
つ
。
〈
漢
字
十
―
-
〉
表
記
と
比
較
し

た
際
の
述
語
末
部
分
の
多
さ
も
、
こ
の
特
徴
に
符
合
し
て
い
る
（
注
6
)
。

〈
大
字
仮
名
＋
―
-
〉
表
記
の
語
彙
的
な
特
徴
は
、
他
の
表
記
と
比
較
し

て
形
式
的
・
抽
象
的
内
容
が
多
く
、
述
語
末
部
分
に
多
く
用
い
ら
れ
る
と

ヨ
n
サ

n
レヲ
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い
う
点
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
内
容
は
、
文
に
お
け
る
節
相
当
の
区
切
れ

目
に
合
致
す
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
に
文
意
の
区
切

れ
目
を
標
示
す
る
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

第
五
節
で
確
認
し
た
文
に
お
け
る
「
―
-
」
の
用
法
の
豊
富
さ
と
と
も
に
、

こ
う
し
た
要
因
か
ら
表
現
す
べ
き
内
容
に
対
し
て
〈
大
字
仮
名
＋
―
-
〉
表

記
が
選
択
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

八
、
ま
と
め

本
稿
で
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
小
字
仮
名
に
注
目
し
、
そ
の
実
態

と
機
能
と
を
分
析
し
た
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
三
種
類
の
表
記
種
（
漢

字
・
大
字
仮
名
・
小
字
仮
名
）
が
見
ら
れ
る
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
文
献
は
、

漢
字
と
大
字
仮
名
・
小
宇
仮
名
の
割
合
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
の
分
類
・
位

置
付
け
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
主
観
的
な
量
的
基
準
に
依

っ
て
い
る
面
が
あ
り
、
本
質
規
定
が
明
ら
か
に
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
本

稿
に
お
い
て
は
大
字
仮
名
に
小
宇
仮
名
が
後
置
す
る
文
献
と
、
そ
う
で
な

い
文
献
が
存
在
す
る
と
い
う
観
点
を
提
示
し
た
。

大
字
仮
名
に
小
字
仮
名
が
後
置
す
る
文
献
と
し
て
は
、
観
智
院
本
『
三

宝
絵
詞
』
・
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
・
『
名
語
記
』
・
『
法
華
百
座
聞
書

抄
』
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
三
種
類
の
表
記
種
を
持
つ

と
は
言
つ
も
の
の
、
大
宇
仮
名
に
小
字
仮
名
は
後
置
し
な
い
文
献
と
し
て

図
書
寮
本
『
宝
物
集
』
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
本
『
打
聞
集
』
、
中
山
法

華
経
寺
蔵
本
『
三
教
指
帰
注
』
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
の
文
献
群
に
お
い
て
は
、
三
種
類
の
表
記
種
は
交
用
し
て
い
る
に

〈
大
字
仮
名
＋
―
-
〉
表
記
は
形
式
的
・
抽

と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
表
記
体
と
し
て
の
融
合
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
は
こ
れ
ら
の
文
献
群
が
な
ぜ
大
字
仮
名
に
小
字
仮
名
を
後
置
さ
せ
て

い
た
り
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
の
か
と
い
う
、
文
献
の
性
質
か
ら
の

再
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
。

右
の
視
座
に
立
ち
、
本
稿
で
は
観
智
院
本
『
三
宝
絵
詞
』
を
取
り
上
げ
、

小
字
仮
名
の
具
体
的
な
実
態
に
考
察
を
加
え
た
。
観
智
院
本
の
〈
大
字
仮

名
＋
小
字
仮
名
〉
表
記
に
注
目
し
た
場
合
、
そ
の
小
字
仮
名
部
分
に
は
「
二
」

に
顕
著
な
偏
り
を
見
せ
る
。
小
字
形
態
「
ハ
」
や
「
ヲ
」
と
比
較
し
た
場

合
、
文
に
お
け
る
「
二
」
の
用
法
は
多
彩
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
用
法
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
、
逆
に
文
に
お
け
る
あ
る
単
位
で
の
ま
と
ま
り
を
標

示
す
る
際
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

大
字
仮
名
に
小
宇
仮
名
が
後
置
す
る
際
、
小
字
仮
名
「
二
」
へ
の
偏
り

は
他
の
文
献
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
書
記
に
お

け
る
あ
る
程
度
共
通
の
書
式
と
し
て
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

大
宇
仮
名
表
記
に
続
く
「
二
」
に
つ
い
て
は
、
小
字
仮
名
へ
の
変
更
は

必
須
で
は
な
く
、
選
択
的
で
あ
る
。
大
字
仮
名
と
そ
れ
に
続
く
「
1
-

」
を
、

「
テ
」
・
「
ヲ
」
・
「
ハ
」
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
「
二
」
の
み
格
段

に
小
字
変
更
率
が
高
い
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
が
文
節
単

位
と
な
る
「
大
字
仮
名
＋
＿
＿
」
表
記
が
、
文
に
お
け
る
あ
る
言
語
単
位
と

し
て
の
句
切
れ
目
を
標
示
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

ま
た
語
彙
的
に
見
た
場
合
、
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注
3

注
2

築

島

裕

中
田
祝
夫

樺
島
忠
夫

小
林
芳
規

小
川
栄

象
的
内
容
が
多
く
、
述
語
末
部
分
に
多
く
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
で
特
徴

的
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
内
容
は
、
文
に
お
け
る
節
相
当
の
区
切
れ
目
に
合

致
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
に
文
意
の
区
切
れ
目
を

標
示
す
る
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

二
0
0三

一
九
七
九

一
九
七
一

一
九
八
一

一
九
八
二

＿
引
用
文
献
】

小

川

栄

一

―

九

九

八

延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
文
字
表
記
の
機
能
、
『
国
語

学
』
一
九
二

延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
表
記
シ
ス
テ
ム
の
融
合
、

『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
七
、
和
泉
書
院

『
日
本
の
文
字
ー
表
記
体
系
を
考
え
る
ー
』
岩
波
書
店

中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
、
『
広
島
大
学
文
学
部

紀
要
』
三

0
号
（
特
輯
号
三
）

日
本
語
の
世
界
五
『
仮
名
』
中
央
公
論
社

日
本
語
の
世
界
四
『
日
本
の
漢
字
』
中
央
公
論
社

一

注

一

注
1

小
林
(
-
九
七
一
）
は
「
狭
義
の
片
仮
名
文
と
は
、
こ
の
第
二
類
を
指
す
の

で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

築
島
は
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
・
『
三
宝
絵
詞
』
の
よ
う
な
文
献
が
元
は
平

仮
名
表
記
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
お
い
て
大
字
仮
名
に
小
字
仮
名

【
使
用
テ
キ
ス
ト
】

勉
誠
社
文
庫
―
二
八
．
―
二
九
『
三
宝
絵
詞
』
（
勉
誠
社
、
一
九
八
五
）

『
延
慶
本
平
家
物
語
』
（
大
東
急
記
念
文
庫
、
一
九
八
二
＼
一
九
八
三
）

注
6

＼
 注

5
注
4

[
む
ら
い

ひ
ろ
え

が
後
置
す
る
例
は
各
五
例
以
下
し
か
見
ら
れ
ず
、
文
献
内
に
お
い
て
一
般
的

と
は
言
え
な
い
。

本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
中
・
下
巻
と
す
る
。
観
智
院
本
は
上
巻
と

中
・
下
巻
と
で
大
き
く
表
記
の
様
相
が
異
な
る
。
上
巻
は
お
お
む
ね
漢
字
と

小
字
仮
名
で
記
し
、
大
字
仮
名
は
ほ
ぽ
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
中
・

下
巻
は
大
字
仮
名
が
多
く
見
ら
れ
、
漢
字
や
小
字
仮
名
と
も
交
用
す
る
表
記

の
様
相
で
あ
る
。
三
種
類
の
表
記
手
段
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
成
り
立
っ
て

い
る
の
か
を
考
え
て
い
く
場
合
、
資
料
と
し
て
上
巻
を
扱
う
の
は
適
さ
な
い

可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

以
下
に
お
い
て
も
同
じ
条
件
に
よ
っ
て
用
例
採
取
の
こ
と
と
す
る
。
ま
た
こ

の
条
件
に
よ
っ
て
も
判
断
が
微
妙
な
場
合
は
小
字
仮
名
と
は
扱
わ
ず
、
大
字

仮
名
と
見
な
す
。
観
智
院
本
に
は
異
体
仮
名
や
平
仮
名
と
見
ら
れ
る
も
の
も

稀
に
存
す
る
が
、
本
稿
で
は
区
別
し
な
い
。
ま
た
行
頭
・
行
末
の
仮
名
や
、

完
全
に
行
か
ら
右
傍
に
は
み
出
て
い
て
補
入
が
疑
わ
れ
る
仮
名
、
踊
り
字
に

よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
考
察
の
対
象
外
と
す
る
。

挙
例
は
省
略
す
る
が
、
〈
大
字
仮
名
十
二
〉
表
記
（
大
字
仮
名
に
大
字
仮
名

「
二
」
を
後
置
さ
せ
る
表
記
）
に
お
い
て
も
、
同
様
に
形
式
名
詞
・
抽
象
概

念
語
が
中
心
的
で
あ
る
。
〈
大
字
仮
名
＋
二
〉
表
記
と
比
較
す
る
と
、
〈
大

字
仮
名
十
二
〉
表
記
は
大
字
仮
名
部
分
が
述
語
で
あ
る
比
率
は
や
や
低
い
と

言
え
る
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
]
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